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令和７年度 川崎市学習状況調査、全国学力・学習状況調査 

結果の概要と今後の取り組みについて 

 

日頃より本校の教育活動にご理解とご協力をいただきありがとうございます。４月 11日（金）に行い

ました４～６年生対象の川崎市学習状況調査の結果と、４月 17日（木）に行いました６年生対象の全国

学力・学習状況調査の結果をご報告します。本校では学校教育目標『平間の子がどこにいても楽しく生き

生きとすごすため、自立と共生をめざし平間プライドを育み、未来を創る』の実現に向け、日々の教育活

動に取り組んでおり、今後は本調査結果を生かした取り組みをさらに進めてまいります。なお、本調査に

よって測定できるのは児童の実態の一部であり、学校における教育活動の一側面ですので、本資料につき

ましては、本校の教育活動の成果と課題を把握するための一つの指標としてお考えください。また取り組

みの様子は、今後の学校だよりや学年だより、学校報告会や説明会等でもお伝えします。 

 

 

 

 

 

 

令和 7 年度 全国学力・学習状況調査＜６年生＞ 
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学校教育目標 

『平間の子がどこにいても楽しく生き生きとすごすため、自立と共生をめざし平間プライドを育

み、未来を創る』 

研究テーマ 

『SDGｓアクション！誰かのために行動し、生き生きと表現する子』 

教科調査では、国語・算数ともに全国

平均と同等な結果でした。その中で、国

語の「思考・判断・表現」のうち「話

す・聞く」の内容が－4.4 ポイントと少し

低かったです。自分が聞こうとする意図

に応じて話の内容を捉える力、話し手の

考えと比較しながら聞き自分の考えをま

とめる力に課題が見られるので、国語の

学習のみならず、いろいろな場面で「話

す」「聞く」の活動を取り入れ、育ててい

きたいです。 

意識調査では、「学校に行くのは楽し

い」「将来の夢や目標をもっている」と答

えた児童が 8 割を超えていました。ま

た、「地域や社会のために何かしてみた

い」と答える児童が 86％で全国平均より

も 4.4 ポイントも高く、総合的な学習の時

間などで地域と関わり、SDGs アクション

を行ってきたことの成果だと考えられま

す。反面、「わからないことがあったとき

に、自分で学び方を考え工夫している」

と答える児童は 77％で、全国平均よりも

4.5 ポイント低いので、学び方を身につけ

選んでいけるような支援を行っていきた

いです。 



令和 7 年度 川崎市学習状況調査＜４～６年生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～４年生の報告～ 

 

 観点 平間小平均 全国平均 

国
語 

話す・聞く ７８ ７５ 

書く ６３ ６０ 

読む ７５ ７２ 

算
数 

思考・判断・表現 ４３ ４２ 

知識・技能 ８１ ８０ 
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意識調査から、どの学年も「人の役に立ちたい」と答えた児童が 90％を超えていて、ほとんどの児童が自

分以外の人のために何かできることをしたいと考えていることがわかります。平間小で全学年を通し継続的

に取り組んでいる SDGｓの考えが、子どもたちに浸透している結果と考えられます。引き続き、自分たちが

取り組んでいる活動の価値を改めて実感したり、学校や家庭、地域にできることを考え実行したりする活動

を大事にしながら、「誰かのため」に動ける子どもを育てていきたいです。 

「本や新聞を読んでいる」は、4 年生と 6 年生は 50％を切っていて、全国平均と比べて 10 ポイントも低

い結果でした。活字離れは社会でも課題となっています。本を読むことは、知らない言葉を知ったり、想

像する力・考える力が育ったり、集中力がついたりと、たくさんのよさがあります。学校でも水曜日の朝

読書の時間や国語の学習でいろいろな物語に触れ、新聞の読み方を学び、本を読むことのよさや楽しさを

感じられるようにしています。今後も継続して取り組み、質の向上に努めてまいります。 

 教科調査からは、国語・算数ともに、学年が上がるにつれて「授業がわかる」と答える児童の割合が下が

っていくことがわかります。平間小が取り組んでいる SDGｓの理念「誰一人取り残さない」を大切に、今ま

で以上に丁寧に授業を進めていきたいです。学習のねらいを明確にしたり、友達と対話しながら思考したり、

学習をふりかえったりと、自分で何を学んでどんな力がついたかを実感できるような支援も行っていきま

す。 

意識調査では、「自分にはよいとこ

ろがある」と答えた児童が 83％いま

した。多くの児童が自分のよさや強

みに目を向けられていると考えられ

ます。家族や友達、教員などから認

められる経験、いろいろな場面での

成功体験が、結果に結びついたよう

に思います。反面、「話し合い活動に

進んで取り組む」は、67％と、5.6 年

生よりも低い結果となりました。グ

ラフ上にはありませんが、「話し合い

の時に進んで意見を伝えている」が

66％、「自分と違う意見も尊重して

いる」が 87％という結果だったこと

から、自分の意見を伝えることに課

題があるようです。話し合いの前に

自分の意見を明確にしたり、意見交

流で感想を伝え合ったりすることを

通して、自信をもてるようにしてい

きたいです。 

教科調査では、国語・算数ともに

全国平均を上回る結果でした。国語

は、意識調査でも 93％の児童が「国

語の授業がわかる」と答えています。

平間小では、今年度から国語の学習

を中心に表現力を伸ばす活動を重視

しています。この力は、総合的な学

習の時間等で、問題を解決するため

に話し合ったり、学んだことを伝え

たりすることにもつながります。国

語の思考・判断・表現の「聞く力」

「話す力」「書く力」を、今後も継続

して育成していきます。 

【意識調査】 

【教科調査】 



～５年生の報告～ 

 

【教科調査】 

 観点 平間小平均 全国平均 

国
語 

話す・聞く ７５ ７５ 

書く ５５ ５３ 

読む ６４ ５９ 

算
数 

思考・判断・表現 ５４ ５３ 

知識・技能 ７６ ７６ 
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【意識調査】

意識調査では、「自分たちの学習や

生活をよくするための話し合い活動

に、進んで取り組んでいる」と答えた

児童が 72％いて、4～6 年生の中で最

も高い結果でした。グラフには載って

いませんが、「自分と違う意見も尊重

している」に 90％の児童が肯定的に

答えています。授業や日常の生活で、

お互いの意見を認め合いながら、主体

的に話し合い活動を行っている児童

が多いことがわかります。学校教育目

標の「自立と共生」にもつながる姿で

す。これからも朝の時間の話し合い活

動（言語活動）を継続的に行い練り上

げていくこと、総合的な学習の時間等

で発表の場をたくさん経験すること

などを通し、残りの 28％の児童も話

し合うことのよさを実感できるよう

にしたいです。一人一人が根拠をもっ

て自分の考えを伝えられる姿を目指

して指導していきます。 

 教科調査では、国語・算数ともに全

国平均と同等の結果でした。国語で

は、「読む」問題の結果が、全国平均

を＋5 ポイント上回る結果でした。文

章を読むときに、要旨や要点を捉える

力、要約する力を今以上に伸ばしてい

きたいです。算数では、「授業がわか

る」と答えた児童が、昨年度から 16.2

ポイントも下がりました。学年が上が

って内容が難しくなったり、場面が抽

象的になってイメージしにくくなっ

たりしたことで、苦手意識がついてし

まった児童がいるようです。現実的な

場面と結びつけて課題を提示したり、

既習をもとにして解決方法を考えた

り、みんなで話し合って問題を解決し

ていったりすることで、「わかった」

「できた」と感じる体験を増やしてい

きたいです。特に、5 年生で学習する

「割合」や「単位量あたりの大きさ」

は、これからの数学や日常生活の中で

もよく使われる考えなので、丁寧に指

導をしていきます。 

 



～６年生の報告～ 

 

 

【教科調査】 

 観点 平間小平均 全国平均 

国
語 

話す・聞く ７０ ７３ 

書く ６０ ５９ 

読む ７２ ７３ 

算
数 

思考・判断・表現 ５５ ５６ 

知識・技能 ６５ ６６ 
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【意識調査】

意識調査では、「やるべきことに責

任をもってやりぬく」と答えた児童

が 82％と４～６年生の中で最も高い

結果でした。最高学年になり、委員会

活動やクラブ活動、その他いろいろ

な場面で、自分で考え行動したり下

級生をまとめたりすることが多くな

ったことで、さらに意識が高まった

のかもしれません。また、「授業で習

ったことを普段の生活と結びつけて

いる」の 75％も 4～6 年生の中で最

も高く、多くの児童が、学習内容を実

生活と結びつけて理解したり、活用

したりしていることがわかります。

総合的な学習の時間などで、国語や

算数などの教科で学習したことを生

かして提案書を作成したり、インタ

ビューを行ったり、自分の考えをま

とめて伝えたりした経験が、さらに

自分の生活にも生かされているのだ

と思われます。これからも、各教科や

総合的な学習の時間などで、実生活

の場面を意識した課題設定や「何の

ために学ぶか」という学ぶことの意

味を明確にするなどの工夫を進めて

いきます。 

教科調査では、国語・算数ともに全

国平均と同等な結果となりました。

その中で、「話す・聞く」が、全国平

均から－2.8 ポイントと少し低かっ

たです。これは、前述の全国学力調査

の結果とも重なります。グラフ上に

はありませんが、意識調査の「話し合

いのときに、考えや意見を進んで出

している」が 70％、「自分の意見や考

えをわかりやすく伝えることができ

る」が 67％という結果から、自分の

考えを相手に伝えることに自信をも

てず消極的な児童が 30％ほどいるこ

とがわかります。平間小では、今年度

から「SDGｓアクション！誰かのた

めに行動し、生き生きと表現する子」

をテーマに研究を進めています。6 年

生の児童が生き生きと表現できるよ

うに、これからも授業の中で少人数

での相談タイムを取り入れたり、話

し合いの司会を輪番で経験したりす

ることで自信がもてるようにしてい

きます。 


